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成 23年 度 前 期 選 抜 学 力 検 査

学 (10時 ～ 10時 45分 ,45分 間 )

超 紙

「開始」の合図があるまで開いてはいけませ ん。

数

答えは,す べて解答用紙に書きなさい

随は,□から回までで,6

問

土息注

２

　

　

　

３ ジにわたつて印刷 してあ ります。

「開始」の合図で,解 答用紙の決め られた欄に受検番号を書きなさい。

問題 を読む とき,声 を出 してはいけません。

「終了」の合図で,す ぐに筆記用具を置きなさい。



９

々

あとの各問いに答えなさい。 (18点)

5-3× (-2)2を 計算しなさい。

A=3メ 十メ,B=4χ ―
メのとき, 2A-3Bを 計算 しなさい。

倒 2れ 丁万 を計算しなさい。

惚)25ヌ
3_4ズ

メ
2を

因数分解 しなさい。

(引 二 次方程式 χ2_24=2χ
を解きなさい。

(0 関 数メ について,ヌ の変域が -4≦ ヌ≦-1の とき,メ の変域を求めなさい。

仔)次 の図は, 1辺 の長さが 10 cmの正方形 れ個を,重 なる部分がそれぞれ縦 10 cm,横2 cmの

長方形となるように重ねながら 1列に並べてできる図形である。この図形の面積を″を使っ

て表 しなさい。

6
十

万

―

８

一
メ

〓

10 cml

2c田

正方形 ″個を重ねながら 1列 に並べてできる図形
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(翻 右 の図で, 5点 A,B ,

円Oの 周上の点である。

この とき,∠ χの大きさ

C, D ,  Eは

を求めなさい。

19)次 の図で,点 Pと ,線 分OA上 の点Q,線 分OB上 の点Rを 結んでできる三角形のうち,

3辺 の長 さの和が最小になる△PQRを ,定 規とコンパスを用いて作図しなさい。

なお,作 図に用いた線は消さずに残 しておきなさい。

- 2 -

次のページヘ→



P店 とQ店 は,自 転車を貸 し出している。 P店 ,Q店 ともに, 自転車を借 りたときの利用料金

は,借 りた時間が 2時間までのときは基本料金だけで,借 りた時間が 2時間を超えたときは基本

料金に30分ごとの延長料金が追加 されるようになつている。また,30分 ごとの延長料金は,30分

未満のときも30分として追加 される。Q店 の基本料金は, P店 の基本料金よりも40%安 く,Q店

の30分ごとの延長料金は, P店の30分ごとの延長料金よりも20%高 い。

このとき,あ との各問いに答えなさい。

ただし,消 費税は考えないものとする。 (7点)

(功 P店 で自転車を4時間 5分借 りたときの利用料金は,1000円であつた。

P店 で自転車を6時間55分借 りたときの利用料金は,Q店 で自転車を6時間55分借 りたとき

の利用料金 と同じになった。

次の|   |は ,Q店 で自転草を4時間 5分借 りたときの利用料金を,連 立方程式を使って

求めたものである。 ① ～E④コに適切なことがらを書き入れなさい。
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P店 の基本料金を万円, P店 の30分ごとの延長料金をメ円とすると,

=1000

これを解 くと,

このことから, Q店 で自転草を 4時 間 5分 借 りた ときの利用料金は,   ④

①

②

③
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回
右の図のよ九 関数メ=流 …②のグラフ上

に 2点 A, Bが あり,関 数メ=うメ2.…④のグラフ

上に 2点 C,Dが ある。線分AB,CDは χ軸に

平行である。

点Aの 座標が (2, 4),点 Dの メ座標が-8,

四角形ABCDの 面積が72 cm2のとき,あ との各

問いに答えなさい。

ただし,座 標の 1目 もりを l cmとする。

( 8点 )

(1)α , みの値を求めなさい。

121 2点 B,Cを 通る直線の式を求めなさい。

倒 関 数④のグラフ上で,点 Cと 原点Oの 間に点Pを とる。

36 cm2になるとき,次 の各問いに答えなさい。

① 点 Pの メ座標を ′とするとき, すの値を求めなさい。

△ AB Pと △ C D Pの 面積 の和 が

② △ CDPを ,線分CDを 軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。

ただし,円周率はπとする。
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あとの各問いに答えなさい。 (8点 )

(1)「 4け たの自然数で, 千の位の数と十の位の数の和,百 の位の数 と一の位の数の和が, とも

に 9に なる数は,99の 倍数である」ことの証明を,次 の  (ア) ～ 匡 (工)コ のそれぞれにあ

てはまる適切な文字式を書き入れて完成 しなさい。

(証 明 〉 千 の位の数をχ,百 の位の数をメとすると,

十の位の数は  (ア )

一の位の数は  (イ )

となるから,

この 4け たの自然数は

と表 され る。

この とき,こ の 4け たの自然数は,

=99(| の _J)

と表す ことができる。

ここで,  (工 )  は 整数だか ら,99(E王 (工)王コ )は99の倍数である。

したがつて, 4け たの自然数で,千 の位の数 と十の位の数の和,百 の位の数 と

一の位の数の和が,と もに 9に なる数は,99の倍数である。

(〕 右の図のように, 3か ら6ま での数字を 1つずつ書いた

4枚 のカー ドがある。

この 4枚 のカー ドをよくきつてから1枚ずつ左から順に

並べ, 4け たの自然数をつくるとき,次 の各問いに答えな

さV 。ヽ

□日□□

① こ のようにしてできる4けたの自然数は,全 部で何通りあるか,求 めなさい。

② こ のようにしてできる4けたの自然数のうち,最 も大きい99の倍数を求めなさい。

③ こ のようにしてできる4けたの自然数が,99の 倍数である確率を求めなさい。
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□
次の図にか 毛 四角形ABCDは 動 形で,点 耽 LG,Hは ,そ れぞれ辺Att B c

C D , D A上 の点であ り,∠ HE F = 9 0°

ひき,線 分 FGと の交点を Iと す る。点

HJK Dを つ くる。

この とき,あ との各問いに答えなさい。

,∠ FG H = 4 5° である。

Iが長方形 HJK Dの 辺 J

(9″点)

(1)△ HJf=△ IKGで あることを証明しなさい。

( 2 ) D G = 3  c m , D H = 6  c m , B E =

① 線 分HJの 長さを求めなさい。

3 cm,BF=2 cmの とき, 次の各問いに答えなさい。

点IIから線分FGに 垂線を

K上 にあるように,長 方形

② 線 分AEの 長さを求めなさい。
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